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を形作る特徴として公法学者ロッホリンが 1996 年の論文で指摘した 4要素を手がかりに、
本論文を通じて検討してきた地方自治の変遷が総括される。その中から、地方公共団体の

































































    
 （１）で述べたように、本論文には、特筆すべき独自性や学術的意義が少なからず存在
するが、そうした特色をより高めるために、さらなる改善が可能かつ望まれる点も存在す
る。 
 第一に、本論文は英米法ないし比較法の観点から、イギリスの地方自治のあり方から権
限踰越法理の背景まで包括的に扱うものではあるが、日本の行政法や憲法など実定法の理
解を前提として出発する読者にとって、理解しやすいものとはいいにくい。司法審査とい
ったときのイギリス法独特の前提や、裁量権やこれに対する統制についての議論枠組みに
ついての日英の異同など、日本の法学界における一般的な読者を想定した議論の整理が、
もっと丁寧になされていることが望ましい。 
 第二に、本論文は射程の広い論点を扱いながら、その研究の意義や魅力を必ずしも明確
に打ち出せてはいないように見える。本論文は権限踰越法理の重要性を所与としているよ
うでもあり、それに理由はあるのであろうが、他方で同法理は会社法の分野では実質的に
意味を失っており、本論文の扱う地方自治の分野でもその限局化が図られている。地方自
治の文脈で、権限踰越法理が大きな議論を呼んだのは何故か、そしてその議論が持つ比較
法的・現代的意義は何か、より分かりやすく提示されることが望ましい。 
 第三に、本論文は判例法理の展開と社会的背景の変化とを照らし合わせつつ論述するも
のであるが、判例となった事件がどの程度特殊か、また一般化できるのか、伝わりにくい
箇所が見受けられた。イギリスは判例の数も少なく、リーガル・リアリズム的な判決文や
論文スタイルではないため、難しい面もあるが、そうした点を意識した丹念な叙述がある
となおよかった。 
 とはいえ、こうした問題点の存在は、本論文の学問的価値を損なうものではない。すで
に述べたように、本論文のイギリス法研究における学術的意義・独自性は高く評価できる。
またその叙述は緻密であり、博士論文として十分な完成度の水準に達している。そして、
上記の問題点に対処した上で本論文が公表されるならば、それは英米法におけるイギリス
地方自治研究という、これまで蓄積の少ない分野に厚みを加えることはもちろんのこと、
行政・地方自治のあり方、公と私との相対的位置関係など、イギリスや英米諸国の法観念
の根源的なあり方を問うものとして、重要な学問的貢献をするものといえよう。また、PFI
（Private Finance Initiative）のようなイギリスで生まれた行財政改革の手法が日本でも用い
られる今日、日英の法制度や社会の根底にある異同を踏まえた本研究は、地味ではあるが
実際上も重要な示唆を与えうる研究であろう。なお、口頭試問における応答も、論文で明
示的に扱われた論点や引用された文献以外にも、広く網羅的な調査研究がなされているこ
とをうかがわせ、高く評価できるものであったことを付記する。 
